
 

 
 

大寒が近くなり、１年でもっとも寒いと言われる時期となりましたが、子供たちは寒さに負けず

元気に活動しています。おかげさまで冬休み中に大きな事故やけがもなく、落ち着いて３学期をス

タートすることができました。子供たちの目当ての発表やカードから、新たな気持ちで、いろいろ

なことに進んでチャレンジして頑張ろうという意欲が伝わってきました。 

今年は、十干十二支でいうと「乙巳（きのとみ）」です。「乙」は十干の２番目で、草木の芽が

地面から顔を出し、これから成長を始める状態を表します。「巳」は蛇が成長を続けながらも、じ

っと身を潜め、力を蓄える様子を象徴しています。「乙」と「巳」を組み合わせた今年は、新たな

成長が芽吹き、安定したものへと育てていく年だといえます。子供たちが新しい経験や学びを通じ

てしっかりと力を付け、成長する１年となるように、教職員一同、力を合わせて取り組んでまいり

ます。今年もご支援、ご協力をお願いいたします。 

     

始業式では子供たちへ次のような話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１月 17日 

         学校だより 射水市立作道小学校 

２３５号   

気づき 考え 行動する 

２学期に「心は使うほどに成長する」というお話をして、育てたい心を決めて取り組みましたね。２学

期に書いたカードを読むと、頑張ったことが伝わってきてとても嬉しく思いました。３学期にも引き続き、

育てたい心を決めて取り組んでほしいと思います。 

今日は、その心を育てるための方法を教えます。「気づき 考え 行動する」 

ということです。例えば、１年生が玄関でカッパをカッパ掛けにかけたいけれど、 

届かなくて困っているとします。それを見て１年生が困っているなと気づきます。 

気づいたらどう考えますか？ 

１ 面倒だから黙って通り過ぎる  

２ 「やってあげるよ」と言ってカッパをかけてあげる  

３ 自分でできるように台を使ってカッパをかける方法を教えてあげる 

１番にした人は、行動にまで移せませんでしたね。２番の考えもよいけれど、 

今度からのことを考えると、この１年生はまた困るかもしれませんね。３番だっ 

たらこの１年生は、今度からは一人でできるかもしれません。こうやって、相手 

にとって、どれがよいことなのか考えて行動してほしいのです。そうすれば「優 

しい心」や「思いやりの心」が育つことでしょう。 

この「気づき 考え 行動する」は、学習中にも使えます。「なぜ」「どうし 

て」「今の自分はこうだな」と気づき、課題解決のために「こうすればこの問題 

は解けそうだ」とか「この実験方法がいい」と考え、「実際にやってみる、行動 

してみる」という風に使えます。心を育てるのは、もちろんのこと、どの場面で 

も「気づき 考え 行動する」人になってほしいと思います。 

そして、一人一人が輝き、笑顔が広がる楽しい学校をつくっていきましょう。 



 

 

てんじんさまをだすおてつだいをしました。そ

うじをしたり、くみたてたりしてたいへんでした。

おとうさんから「ありがとう、たすかったよ」と

いってもらい、うれしかったです。 １年Ｔさん 

わたしは、「あけましておめでとうございます」

とえがおでいいました。えがおであいさつをする

と、あいてもえがおになってうれしかったです。  

 １年Ｓさん 

おばあちゃんに書きぞめを教えてもらったら、

こまかいところも教えてくれるからうれしかった

です。「ありがとう」とおばあちゃんに言ったら

うれしくなりました。教えてもらったことをわす

れずにがんばりたいです。     ２年Ｋさん 

わたしは、１月１日から会った人に「あけまし

ておめでとうございます」と言いました。あい手

もかえしてくれて、うれしかったです。またいっ

ぱいの人に大きな声であいさつをしたいです。 

２年Ｙさん 

ぼくは、大そうじをしたときに、進んでおふろ

そうじやトイレのそうじ、ろうかのゆかふきをし

ました。それで、お母さんとおばあちゃんに言っ

たら「ありがとう」と言ってくれて、うれしかっ

たです。             ３年Ｓさん 

１年間にゅういんしていたおじいちゃんに、やさ

しい言葉をかけると、おじいちゃんがにっこりして

いました。またやさしい言葉をかけてあげたいです。

これからも周りの人にやさしい言葉をかけてあげた

いです。              ３年Ｈさん 

ぼくは、空手でシャトルランをしたとき、つら

くていやになったけれど、みんなが「がんばれ」

と、おうえんしてくれたから最後まであきらめず

に走ることができました。      ４年Ｍさん 

お母さんが仕事に行っているときに、せんたくも

のをたたむとよろこんでくれるかなと思ったので、

せんたくものをたたんだら、お母さんに「上手にた

たんだね」と言われてうれしかったです。４年Ｓさん 

朝、お母さんとお父さんに「おはよう」と言っ

たら「おはよう」とえ顔で返事をしてくれました。

あいさつをすると自分も相手もえ顔になれまし

た。自分からあいさつができてよかったなという

気持ちになりました。これからも続けようという

気持ちになれました。       ５年Ｋさん 

外に行って 1200ｍくらい走りました。走ってい

る途中で背筋を伸ばしたらいいと思い出したので

背筋を伸ばしました。初めて自分で思い出して行

動しました。もう少しでゴールに着くときはすご

くつかれていましたが、最後の力をふりしぼって

走りきりました。         ５年Ｓさん 

ぼくが、ご飯を作っていて、調味料をまちがえ

てしまって落ちこんでいたけれど、入れる具材を

かえてみることで、とてもおいしくできてうれし

くなりました。これからも失敗してしまったとき

にも幸せ合言葉を忘れずにやさしいことをしてい

きたいと思いました。        ６年Ｗさん 

電車に乗ったときに、女の人が男の子に席をゆず

っている所を見て、あったかい気持ちになりまし

た。私もおばあちゃんに席をゆずると「ありがとう」

と言ってくれてうれしかったです。これからもいろ

いろな人に親切にしたいと思いました。人の役に立

てるような大人になりたいです。   ６年Ｋさん 

 

 ＜６年 薬物乱用防止教室＞  (1/15) 

子供たちが薬物乱用の危険性・有害性について正しい知識をもち、 

薬物乱用を拒絶する規範意識を向上させるとともに、薬物乱用につい 

て適切な対処や行動を理解し、正しく判断し行動できる態度を身に付 

けさせることを目的に薬物乱用防止教室を実施しました。子供たちは、 

講師のライオンズクラブの方のお話を真剣に聞き、薬物乱用の危険性について理解を深めました。 


